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回覧

活動報告

10月８日、組織部会において、町内会運営に係る課題の解決を図るため、「町内会等運営意見交換会」
を開催しました。

〇ＬＩＮＥ：町内会でグループを作り連絡事項を一斉送信。
〇プラスメッセージ：ＬＩＮＥ同様に一斉送信。
〇マチコミ：緑ヶ丘地区町内会連合会で活用。

緑ケ丘東二丁目町内会取組事例

10月25日、東京消防庁池袋防災館にて、郡山市自治会連合会・郡山中央町内会連合会 合同視察研修を開
催し、各会役員合わせて14名が参加しました。

防災に関する視察研修を実施しました

【懇談テーマ】
これからの地域活動と次世代へ繋いでいきたいもの
【活動事例発表】
地域の歴史、文化、伝統や町内会等が取り組んできた地域
活動で、次世代へ伝えていきたいこと

11月29日、市役所特別会議室にて、町内会長等と市長との懇談会が開催されました。市内13地区の連合
会長等が参加し、市長と意見交換を行いました。

町内会等運営意見交換会を開催しました【組織部会】

活動報告 町内会長等と市長との懇談会に参加しました

近年、地震や台風などによる自然災害が頻発化、激甚
化していることから、いざという時の迅速・的確な行動
を知り、災害時の被害を少しでも軽減するための備えを
しておくことが重要です。
今回の研修では、安全な暮らしを目指し、地震の揺れ

体験、煙体験、消火体験、ＶＲを利用した防災疑似体験
など、防災に関する知識や技術を学ぶことで、会員の見
識を広げ、地域防災力の向上につなげる契機となりまし
た。
参加者からは、「改めて、防災に対する理解がより深

まった。地元地域での防災対策に活かしていきたい。」
との声が聞かれました。

今回の意見交換会では、緑ケ丘東二丁目町内会の長峯
栄一会長より、ＳＮＳを活用した町内会活動の事例につ
いて発表いただき、各地域での現状や課題について、意
見交換を行いました。

各地区代表者より、地域独自の活動内容や、次世代へ継承
していきたい歴史や文化、求められる役割等についての報告
がありました。各地区における取り組みについて、互いに理
解を深めるとともに、次の100年に向けての安心・安全で住み
やすい地域づくりについて、改めて考える契機となりました。
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紹介 「大槻小学区見守り隊」

地縁による団体への長年
の功績により、中野第一町
内会長の遠藤 昌典さんが、
総務大臣表彰、全国自治会
連合会会長表彰を受賞され
ました。誠におめでとうご
ざいます。

表彰受賞者紹介

活動報告 全国自治会連合会福井大会に参加しました

「いきいきふれあいの集い」に参加しました

令和６年11月13日「全国自治会連合会福井県福井大会」に本会から
役員３名が参加しました。
大会では、７つの項目からなる大会宣言をし、住民自治組織の発展

向上等に貢献された96名の方々に全国自治会連合会会長表彰が授与さ
れました。活動発表では、福井市日之出地区自治会連合会が行ってい
る日之出地区ウィークデー防災訓練の取り組みについて発表がありま
した。続いて、一般社団法人クリエイティブＡＳＵＷＡ会長の岸田清
氏による「世界文化遺産認定を目指す一乗谷朝倉氏遺跡とは」と題し
た記念講演が行われました。
この度の大会では、全国の自治会関係者が一斉に集い、互いに抱え

る課題を共有・理解することで、地域コミュニティの役割や地域防災
の重要性を見つめ直す機会となりました。参加者からは、「安心・安
全で暮らしやすい地域づくりを目指し、地域防災力の更なる向上に努
めたい。」との声が聞かれました。

11月19日に郡山市と社会福祉法人
郡山市社会福祉事業団が主催する
「郡山市豊かな長寿社会 いきいき
ふれあいの集い」が、けんしん郡山
文化センターで開催されました。

例年本会が共催している事業であ
り、町内会長や本会の役員など25名
が参加しました。

出席者は「豊かな長寿社会」をつ
くるための提言や活動事例発表のほ
か、落語家 桂 幸丸さんの記念講演
及び落語会を聴き、長寿社会につい
て考える契機となりました。

今から約３年前、小学校近くのマーケット駐車場で、小学３年生が軽トラックにはねられるという事故
がありました。それを受けて、見守り隊を念頭に近隣の方に声をかけたところ、約30名の方々に手を挙げ
ていただきました。そこで、大槻小学区見守り隊が設立されました。最初は、子どもたちの安全確保とい
う事を念頭に緊張して活動していました。最近では、見守り活動を通して子どもたちと会える事が楽しく
なりました。
また、大きな声で「おはよう」と言ったり、ハイ

タッチなどをしてくれる子どもたちの笑顔を見ると、
心がワクワクしてきます。大げさではありますが、
生きがいのようなものも感じています。
大槻小学区では、今では見守り隊が増えて、大槻

中央地区見守り隊と、久助林地区見守り隊と２班40
名で活動しています。これからも地域の子どもたち
の安全、安心のために頑張ります。また、子どもた
ちには、「信じる大人がいることを信じてもらいた
い。そしてその信じる大人こと我々見守り隊で
す。」
(文：大槻小学区見守り隊 郡山市議会議員 諸越 裕)


